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付属品をご確認ください

取扱説明書（本書）.................................................... 1
保証書........................................................................ 1
束線バンド ................................................................ 1
風防 .......................................................................... 1

このたびは、リモコンマイクをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。

商 品 概 要

•本機を各種音響装置に接続することによって離れた場所から系統別放送や一斉放送を行うとことができます。
•壁掛型非常放送設備またはラック形非常放送設備業務システムに接続して使用できます。
• 5局用のWR-205と10局用のWR-210があります。
• DC 24 V専用ユニットです。
•録音出力および優先機能を有しております。

特 　 長

•本機は、卓上型です。別売りのマルチリモコンマイク取付金具（WR-Q300）を使用すれば、壁に掛けて使用す
ることができます。

•本機の録音出力をICレコーダ等に接続すれば、マイクから音声などの簡易録音を行うことが可能です。
•マイクスイッチ、ラインスイッチで、音声入力を「入／切」できます。
•コールサイン（上り／下り）スイッチでコールサインを放送することができます（本機をラック形非常用放送
設備または壁掛形非常用放送設備に接続した場合）。

•個別優先機能があります。リモコンマイクの使用状況は、使用中表示、放送中表示で確認することができます。
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お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

安全上のご注意 必ずお守りください

工事は販売店に依頼する 
 

工事には技術と経験が
必要です。 
火災、感電、けが、 
器物損壊の原因となり
ます。 

¡必ず販売店に依頼してください。 

異物を入れない 

水や金属が内部にはい
ると、火災や感電の原
因となります。 

¡ただちに、電源制御ユニットまた
は分電盤の電源を切り、販売店に
ご連絡ください。 

禁　止 分解禁止 

分解しない、改造しない 

火災や感電の原因とな
ります。 

¡修理や点検は、販売店にご連絡 
　ください。 

警告

異常があるときは、 
すぐ使用をやめる 

煙が出る、臭いがする
など、そのまま使用す
ると火災の原因となり
ます。 

¡ただちに、電源制御ユニットまた
は分電盤の電源を切り、販売店に
ご連絡ください。 

不安定な場所に置かない 

落下などでけがの原因
となります。 

 

禁　止 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。
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• 本機の優先順位は、本機を接続する音響装置側で設定してください。
一般的に、放送の優先順位は次のようになっています（非常放送システムの場合）。

1. 非常放送
2. 緊急放送
3. 業務放送（リモコンマイク等からの放送）
なお、設定のしかたは、本機を接続する音響装置側の取扱説明書（工事説明書）をお読みください）。

• 放送スイッチ、一斉スイッチを押してから1秒以上間をおいてから放送してください（音響装置によっては、
動作するまでに数秒かかるものがあります）。

• 表示について
本機の識別および電源、その他の表示は機器底面をご覧ください。

･ お手入れのしかた
ケースが汚れたら、薄めた台所用洗剤を布にしみこませ、よくしぼり、軽くふいてください。その後、乾いた
柔らかい布でふいてください。
•化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。
•シンナーやベンジンなどの揮発性のものは使用しないでください。

使用上のお願い

操作部にふれると、放送が開始されることがあります。お手入れをするときは操作部にふれないように
するか、適切な状況の下でのみ行ってください。

お願い
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各部の名前と働き

qフレキシブルマイク
マイクの方向を変えることができます。

w使用中表示
他のリモコンが放送しているときに点灯します
（優先接続の場合）。ただし、個別優先設定の接続
時は優先順位が低いリモコンマイクより放送して
いるとき、高いリモコンマイクの使用中表示は点
灯しません。

e放送中表示
本機から放送しているときに点灯します。

r通電表示
本機にDC 24 Vが通電されると点灯します。

tラインスイッチ
ライン入力に接続した機器の音声を放送するとき
押します。

y一斉スイッチ
本機から全ブロックに一斉放送をするときに押し
ます。一斉放送をする場合、放送スイッチを押さ
ずに放送することができます。

uコールサイン上り ／下り スイッチ　
本機を接続した機器（非常放送設備または業務放
送設備）のコールサインを鳴らします。
注意：コールサイン上り／下りスイッチを両方同

時に押さないでください。同時に押すと、
一斉放送状態になります。

i放送スイッチ
本機から放送するときに押します。再度押すと、放
送を終了します。

oマイクスイッチ
フレキシブルマイクから放送するときに押します。

!0個別スイッチ
特定のブロックにのみ放送するときに押します。
WR-205の場合は、6～10のスイッチはありません。

!1ライン入力（ー2dBV 10kΩ不平衝）
ライン機器の音声出力を接続します。

!2接続端子台
非常用放送設備（ラック形、壁掛形）または業務放
送システムなどに接続します。

!3録音出力（0dBV 10kΩ不平衝）
本機のマイクによる音声またはラインからの音声を
録音する場合に使用します。

!4ケーブルクランプ
接続ケーブルを束線バンド（付属品）で固定すると
きに使います。

■操作部

Remote Control Mic   WR-210

使用中 

ライン 

放送中 通　電 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
一　斉 

コールサイン 

マイク 放　送 

q w e r

t

y

u

io!0

■後面

!4

!1 !2 !3

録音出力 ライン入力 

標準むき線長さ11mm

0dBV
-2dBV  10kΩ

CDM

C24V0VCKO

C
2 1345678910

11mm

H出力 入力 下 上 (DV)

音声出力 DC優先 
放送 
制御 

使用可能電線範囲 
単線φ0.4 (AWG26)～φ1.2 (AWG16) 
撚線0.3mm2～1.25mm2 (AWG16素線径φ0.18以上)
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リモコンマイクからの放送
¡付属の記名シートに個別スイッチの放送先を記入します。
¡使用中表示が点灯しているときは、本機から放送できません。他のリモコンマイクから放送中です。（優先接
続の場合）

Remote Control Mic   WR-210

使用中 

ライン 

放送中 通　電 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
一　斉 

コールサイン 

マイク 放　送 

Remote Control Mic   WR-210

使用中 

ライン 

放送中 通　電 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
一　斉 

コールサイン 

マイク 放　送 

放送したいエリアの個別スイッチを 
押す。 

再度押すと解除されます。 

1

2

3

4

5

マイク 

ライン 

一　斉 

放送する。 
¡マイクから放送します。 
¡押すとコールサインが鳴ります。 
 
 
 
 
 

放送中 

コールサイン 

上り 下り 

コールサイン 

上り 下り 

マイクで放送するときは押す。 

押す。 放送中表示　点灯 

ライン機器からの音声を放送するときは押す。 

マイク 

ライン 

放　送 

放送する。 
¡マイクから放送します。放送中に、個別スイッチを 
押して放送するエリアを切り換えることができます。 

¡押すとコールサインが鳴ります。 
 
 
 
 
 

放送中 

マイクで放送するときは押す。 

押す。 放送中表示　点灯 

ライン機器からの音声を放送するときは押す。 

¡ラインスイッチをONにしている場合、ライン機 
器の音声とマイクの音声はミキシングされて放送 
されます。 

¡ラインスイッチをONにしている場合、ライン機 
器の音声とマイクの音声はミキシングされて放送 
されます。 

■一斉放送をする場合

■個別放送をする場合
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工事は必ず販売店に依頼してください。工事を行う前に、接続する機器の電源スイッチを
必ず「切」にし、電源プラグをコンセントから抜いてください。また、「安全上のご注意」
をよく読んで、その指示に従ってください。
接続する機器の取扱説明書も合わせてお読みください。

注意

工事の前に 接続のしかた

工事の前に .............................................................. 8
■システム構成表 ............................................... 8
■配線距離と線経 ............................................... 9
■本機を壁に取付ける場合 ................................. 10
■リレーボックスの収納について ...................... 11
●回線リレーの追加 ........................................ 11
●リレー用電源装置について .......................... 11
●端子盤への接続のしかた ............................. 11

音声調整卓への接続のしかた ....................................... 12
■系統別にリモコン放送するための準備
（VUメータを振れるようにする） ......................... 12
●基板の取付け位置 ............................................... 12
●WL-610/615に接続する場合 .............................. 12
●WL-720/725,850/855に接続する場合 ................ 13

■WL-610/615,720/725,または850/855に接続する
（各チャンネル10系統＋一斉をリモコン放送
する場合）................................................................ 14
■WL-720/725,またはWL-850/855に接続する
（チャンネル別一斉と全チャンネル一斉に
リモコン放送する場合）.......................................... 16
■WL-720/725 またはWL-850/855 に接続する
（リモコンマイク1台で系統別に放送する場合）...... 17
■WL-720/725またはWL-850/855に接続する
（リモコンマイク1台で系統別に放送する場合）...... 18
■WL-610/615（30局）に接続する
（リモコンマイク1台で系統別に放送する場合）...... 20

AVステーションへの接続のしかた................................ 22
ラック形音響装置への接続のしかた ............................. 23
壁掛形アンプシステムへの接続のしかた ...................... 24
ハイパワーアンプへの接続のしかた ............................. 25
非常用放送設備、業務放送システムへの
接続のしかた ................................................................. 26
■WK-770B、775B、780Bに接続する ...................... 26
■WL-7550A、7050A、WL-K500に接続する............ 26
■デジタルICレコーダーに接続する.......................... 27

優先順位の設定.............................................................. 28
■個別優先 ................................................................ 28
■優先順位設定をしない場合..................................... 29

音量の調節..................................................................... 30

工事説明
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■システム構成表
システムの組合せにより、次のような機器が必要です。リレー、線材は別途ご用意ください。
リレーは松下電工（株）製のAP3222KまたはAP322244Kをお使いください。

工事の前に

品番

音
　
声
　
調
　
整
　
卓

防
　
災

手動式

連動式

ラック防災

ラック形アンプ

卓上アンプ

WA-830A, WA-H30
WA-835A, WA-H60
WA-840A, WA-H120
WA-845A, WA-850A
WA-855A

・リレーボックス（WR-905）×1台必要
・ジャンパの差し替え有
・リレー（別売）

・リレーボックス（WR-905、WR-906）×1台
必要
・ジャンパの差し替え有
・リレー（別売）

WL-610/615
（最大10局）

WA-890, WA-895

WL-7100, WL-7600

組み合わせ

カセット付
卓上アンプ

一斉式壁
　
掛

・10局リレーユット（WU-R86）×1台必要
・リレー（別売）

・直接接続可能

・接続できません

・10局リレーユニット（WU-R86）×3台まで
接続可能
・WU-R86が2～3台の時は、リレー用電源ユ
ニット（WU-Z85×1）が必要
・リレー（別売）

・10局リレーユニット（WU-R86）×3台まで
接続可能
・WU-R86が2～3台の時は、リレー用電源ユニ
ット（WU-Z85×1）が必要
・リレー（別売）

壁掛けアンプ
スタンダード
タイプ

壁掛けアンプ
システムタイプ

リモコンマイク（10局）
WR-210

ワイドフレックス
アンプ

呼び出しアンプ

品名

リモコンマイク（5局）
WR-205

WA-250, WA-260

卓上アンプ

・接続できません ・接続できません

WA-760, WA-765
・リレーボックス（WR-905）×1台必要
・ジャンパの差し替え有
・リレー（別売）

・リレーボックス（WR-905、WR-906）×1台
必要
・ジャンパの差し替え有
・リレー（別売）

WA-28 ・接続できません ・接続できません

WA-880, WA-885
・リレーボックス（WR-905）×1台必要
・ジャンパの差し替え有
・リレー（別売）

・リレーボックス（WR-905、WR-906）×1台
必要
・ジャンパの差し替え有
・リレー（別売）

・接続できません

WA-910, WA-915
WA-920, WA-925
WA-930, WA-950

・接続できません ・接続できません

・直接接続可能

WL-7000/7500
WL-7050/7550
WL-7050A/7550A

・直接接続可能 ・直接接続可能

WK-705 ・接続できません

・接続できません

・直接接続可能 ・直接接続可能

・接続できません

・接続できません

WK-250

WK-715, WK-720A

WK-730A/740A/750A
WK-770/775/780
WK-770A/775A/780A
WK-770B/775B/780B

1系統 ・10局リレーユニット（WU-R86）×1台必要
・リレー（別売）

2系統 WL-720/725
（最大20局）

・10局リレーユニット（WU-R86）×2台まで
接続可能
・WU-R86が2～3台の時は、リレー用電源ユ
ニット（WU-Z85×1）が必要
・リレー（別売）

・10局リレーユニット（WU-R86）×2台まで
接続可能
・WU-R86が2～3台の時は、リレー用電源ユ
ニット（WU-Z85×1）が必要
・リレー（別売）

3系統 WL-850/855
（最大30局）

・10局リレーユニット（WU-R86）×3台まで
接続可能
・WU-R86が2～3台の時は、リレー用電源ユ
ニット（WU-Z85×1）が必要
・リレー（別売）

・10局リレーユニット（WU-R86）×3台まで
接続可能
・WU-R86が2～3台の時は、リレー用電源ユ
ニット（WU-Z85×1）が必要
・リレー（別売）

WL-3700C ・10局リレーユニット（WU-R86）×1台が必要
・リレー（別売）

・10局リレーユニット（WU-R86）×1台が必要
・リレー（別売）

WL-3800C

（注）接続の仕方は、各組み合わせの機器側の工事説明書も参照願います。

WL-AV110A
WL-AV120
WL-AV200A
WL-AV190

・10局分は本体内蔵、直接接続可能 ・10局分は本体内蔵、直接接続可能

・WU-R72（一般30局、非常30局）1台追加可能 ・WU-R72（一般30局、非常30局）1台追加可能
・WU-R73（一般10局、非常10局）6台まで接続可能
・リレー用電源ユニット（WU-Z85）はリレーユニッ
ト×1／2台の目安で必要
・リレー（別売）は局数×1／2個の目安で必要

・WU-R73（一般10局、非常10局）6台まで接続可能
・リレー用電源ユニット（WU-Z85）はリレーユニッ
ト×1／2台の目安で必要
・リレー（別売）は局数×1／2個の目安で必要

AV調整卓
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■配線距離と線経

•上記の表以外の線材を使用する場合は、1線の線路抵抗が15Ω以下のものを使用してください。
•リモコンマイクを移動して使用する場合は、より線を使用し、中継してください。
•接続に使用するケーブルの先端は、下記のように処理してください。

標準むき長：11mm

•使用可能な電線はつぎのとおりです
単線 φ0.4mm（AWG26）～φ1.2mm（AWG16）
より線 0.3mm2（AWG22）～1.25mm2（AWG16） 素線径φ0.18mm以上

工事の前に

距離

線材
50 m以下 200 m以下 500 m以下

シールド線
ø0.4～ø0.5 mm

(AWG26～24)
ø0.5 mm (AWG24) ø0.5 mm (AWG24)

制　御　線

AWG24～22番線

または

ø0.5～ø1.0 mm

ø0.8 ～ ø1.2 mm ø1.2 mm
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y壁につけた取付金具に本機をはめ込み、下から固定ねじ（付属）で固定します。
このとき、先に取付金具に付属されている固定ねじを、本機側の金具に取り付けておくと作業しやすくなりま
す。

■本機を壁に取り付ける場合

本機を壁に取り付ける場合、別途取付金具（WR-Q300：部売品）をご用意願います。
q取付金具（別売品）の方向を確認します。
（3つ穴のある方が上になります。）

w3つ穴の中央の穴にタッピンねじを取り付けます。
（取付金具が左右に動く状態に仮りとめしてください。）

e水平方向の傾きがないことを確認して、残りの３箇所の位
置決めをし、タッピンねじで固定します。

r本機底面に取付金具を取り付けます。
取付金具に付属されているタッピンねじで固定します。

tフレキシブルマイク取り付け台のねじ2本をはずしてフレキ
シブルマイクの向きをかえます。

55

65
46

55

本体下部 
ぶらぶらする状態 

壁面 
タッピンねじ 
（呼び径4） 

工事の前に
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5～8mm

■リレーボックスの収納について
リレーボックスは音声調整卓の袖内に収納してください。

●回線リレーの追加
¡リレーボックスには、一斉制御リレーのみ組み込まれています。した
がって、制御するスピーカー系統の数だけリレーを組込む必要があり
ます。リレーは松下電工（株）製AP3222KまたはAP322244Kをお使い
ください。

¡リレーは基板に設けてあるリレーソケットに右図のように取付けてく
ださい。

¡音声調整卓用リレーユニットWU-R86を使用した場合、チャイム放送中はリモコンマイクの放送を行なわな
いでください。

¡チャイム放送中にリモコンマイクの放送スイッチのみを押すとチャイム放送は中断します。
（リレーユニットWU-R86の優先リレーが動作して、音声調整卓側からの一斉制御ができなくなるためです）

¡リモコンマイクの放送スイッチ、選局スイッチを押すと、リモコンで選局された所にチャイム音とリモコン
の音声がミキシングして放送されます。

¡リモコンマイクの選局スイッチのみを押した時は、チャイム音はそのまま流れ続けます。

●端子盤への接続のしかた
遠隔操作器及びリレーボックスは、右図のような端子盤を使用していま
す。端子盤に線材を接続するときは、次のように行なってください。

q電線の被覆を取り芯線を5～8mm程露出させてください。
w次に端子のねじを@ドライバーでゆるめ、線材を端子上部の穴に差し
込み、再びねじをしめつけてください。

eねじでしめつけたあと、線を引いてみて、抜けないことを確認してく
ださい。

（重　要）@ドライバーは先の小さいも
のをご使用ください。

重　要

●リレー用電源装置について
¡音声調整卓用リレーユニットWU-R86を2台以上使用する場合には、WU-R86 2台につきリレー用電源装置WU-

Z85が1台必要です。
¡電源装置の取付け方法

WU-R86の後部側面上部のねじ（左右各1）をはずし、下部の
ねじ（左右各1）をゆるめると背面パネルが開きます。右図
のようにWU-Z85を付属のねじ4本で取付けてください。

¡WU-Z85の接続のしかた

端子部 

リレーニュット　WU-R86

リレー用電源　WU-Z85

100V
AC IN
OV
24V+
DC OUT
OV

AC100V電源コンセントへ 

+24V
OV｝ リレーユニットWU-R86へ 

A
P
3222 差

し
込
む 

リレーソケット 

リレー固定用ピン 
にて固定する 

音声調整卓への接続のしかた

3.5

程度のもの 

mm



1212

•音声調整卓を系統別＋一斉のリモコン放送する場
合にはマトリクス基板とスピーカスイッチ基板の
加工が必要です。

•なおマトリクス基板および加工方法は、調整卓の
製造年により異なります。工事の際は、必ず基板
ナンバーをご確認ください。

●基板の取付け位置

前テーブルを開き、操作
パネルを開きます 

〈WL-610,615　10局〉 

〈WL-610,615　30局〉 

スピーカスイッチ 
基板及びコネクタ マトリクス基板 

マトリクス基板 

6～101～5 一斉 

6～101～5 一斉 

3CH

2CH

1CH

スピーカスイッチ基板及びコネクタ 
20局のときは3CH→2CH、2CH→1CHと 
なります。 

●WL-610/615に接続する場合
● マトリクス基板　YWL611-ZR07FまたはZR07Gを
加工する

qマトリクス基板のCN3コネクターの4番ピン、6番
ピン間のジャンパー線 を取りはずしてくださ
い。

wCN3コネクターの8番ピンに接続されている線
を8番ピンから4番ピンへ移してください。

● スピーカスイッチ基板（YWL611-ZR09E）用コネ
クターを加工する

•スピーカスイッチ基板の1～5回線に接続されてい
るコネクターの11番ピンと一斉スイッチ基板を接
続している線 を図のように切断してくださ
い。

A1

A3

A2

A3
A2

8番から4番 
に移します 

外します 

CN3
8   7   6   5   4   3   2       1

（ロ） （イ） 

スピーカスイッチ 

スピーカスイッチ基板 

A1

1～5回線 6～10回線 一斉スイッチ 

切る 

切る 

スピーカスイッチ基板 

コネクタ コネクタ 
11 12

ここでは、音声調整卓（WL-610/615,720/725, 850/855）に、本機を接続する方法について説明します。

■系統別にリモコン放送するための準備（VUメータを振れるようにするため）

音声調整卓への接続のしかた
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●WL-720/725,850/855に接続する場合

● マトリクス基板　YWL851-ZR02FまたはZR02Gを
加工する

q1chをリモコンから放送する場合
•マトリクス基板のCN1コネクターの5番ピン、6番
ピン間のジャンパー線 を取りはずしてくだ
さい。

• CN1コネクターの3番ピンに接続されている線
を3番ピンから6番ピンに移してください。

w2chをリモコンから放送する場合
•マトリクス基板のCN2コネクターの13番ピン、14

番ピン間のジャンパー線 を取りはずしてく
ださい。

• CN2コネクターの11番ピンに接続されている線
を11番ピンから14番ピンに移してください。A3

A2

A3

A2

A2 A3
3番から6番 
に移します 外します 

1　   2   3  4   5   6  7   8  9  10 11 12 13 14 15 16
CN1

 A3
11番から14番 
に移します 外します 

A2

CN3 CN2
1     2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16

A2 A3
3番から6番 
に移します 外します 

1     2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16
CN3 CN2

A1

スピーカースイッチ 

1～5回線 

スピーカースイッチ基板　　　 

コネクタ 
 

一斉スイッチ 

切る 

6～10回線 

スピーカースイッチ基板　　　 

コネクタ 
 

切る 

6～101～5 一斉 

3CH

2CH

1CH

スピーカスイッチ 
基板及びコネクタ 

マトリクス基板 

※WL-720/725もWL-850/855も上図と同じ基板を使用し

ています。

e3chをリモコンから放送する場合
•マトリクス基板のCN2コネクターの5番ピン、6番
ピン間のジャンパー線 を取りはずしてくだ
さい。

• CN2コネクターの3番ピンに接続されている線
を3番ピンから6番ピンに移してください。A3

A2

● スピーカースイッチ基板（YWL611-ZR09E）を加
工する

本機から放送するチャンネルに対応するスピーカス
イッチ基板（1～5回線）に、接続されているコネ
クター（11番ピン）と一斉スイッチ基板を接続し
ている線 を切断してください。A1

音声調整卓への接続のしかた
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〈1CH用  WU-R86〉 

〈2CH用  WU-R86〉 
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〈
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〉 〈7〉

 

〈
1 
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〈
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1 

2 

3 

4

H
C

E
MON

1 

2 

3 

4

H
C

E
MON

1 

2 

3 

4

H
C

E
MON

PA OUT

PA AD
IN PUT

PA OUT

PA AD
IN PUT

1

2

調整卓の 
ライン出力1へ 

1

2

調整卓の 
ライン出力２へ 

PA OUT

PA AD
IN PUT

1

2

調整卓の 
ライン出力3へ 

モニタスピーカ10kΩ1W 
（一元調整卓の場合） 

2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

3線式の配線 
（A.T.T.あり） 

HOT

COM

〈2〉
 〈5〉
 

A.T.T.
 HOT

COM

2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

3線式の配線 
（A.T.T.あり） 

HOT

COM

A.T.T.
COM

2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

3線式の配線 
（A.T.T.あり） 

HOT

COM

A.T.T. COM

〈1〉
 

〈3〉
 

〈5〉
 

N

R

〈17〉
 〈20〉
 

〈16〉
 〈18〉
 

〈20〉
 

N

R

〈28〉
 〈31〉
 

N

R

一元調整卓以外は、この配線をしないと 
モニタが鳴りません 

一元調整卓以外は、この配線をしないと 
モニタが鳴りません 

一元調整卓以外は、この配線をしないと 
モニタが鳴りません 

〈1CH用  電力増幅ユニット〉 

〈2CH用  電力増幅ユニット〉 

〈3CH用  電力増幅ユニット〉 
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〈8〉
 〈9〉

 〈10〉
 

〈11〉
 〈12〉

 〈13〉
 

〈15〉
 

〈14〉
 

〈
10 
〉 

〈
11 
〉 

〈
12
〉 

〈
13
〉 

〈
14 
〉 

〈
15 
〉 

〈
37 
〉 

C1  C2  C3  C4  C5  C6  C7  C8  C9  C10
〈23〉
 〈24〉
 

〈10〉
 

〈14〉
 〈25〉
 〈26〉

 

〈
10 
〉 

〈
25
〉 

〈
14 
〉 

〈
26 
〉 

〈
38 
〉 

〈
37
〉 

〈
21
〉 

〈
19
〉 〈
22
〉 

〈
38
〉 

●一元調整卓の場合はこの 
 配線はしないでください。 
●WU-R86のCN2の15番端子はモニタ 
　スピーカ接続端子になります 

OV 
+24V WU-Z85へ 

〈3CH用  WU-R86〉 
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調整卓のリモコン入力へ 

(K0） (K1) (COM) (COM)

(1CH) (1CH) (1CH)(2CH) (2CH) (2CH)(3CH) (3CH) (3CH)

（
Ｗ
Ｌ
ｂ
１
） 

(K0） (K1)

（
Ｗ
Ｌ
ｂ
１
） 

(1CH) (1CH) (1CH)(2CH) (2CH) (2CH)(3CH) (3CH) (3CH)

(K0） (K1)

（
Ｗ
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ｂ
１
） 

 SP

 HOT SP

 HOT SP

〈
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〈
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〈
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〈
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音声調整卓への接続のしかた
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音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 
C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10

0V 
24V電源出力 

優先放送制御端子 
コールサイン外部制御端子 
リモコン制御端子（1CH） 
リモコン制御端子（2CH） 
リモコン制御端子（3CH） 
スピーカ制御一斉 
〃　　　1 
〃　　　2 
〃　　　3 
〃　　　4 
〃　　　5 
〃　　　6 
〃　　　7 
〃　　　8 
〃　　　9 
〃　　　10

WR-210

WU-R86
WU-R86間の 
配線は 
右図を参照 

WU-R86間の 
配線は 
右図を参照 

調整卓の 
リモコン入力へ 

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10

 

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10

〈8〉 
〈9〉 

〈12〉 
〈13〉 

〈15〉 
〈14〉 〈14〉 

〈12〉 

〈23〉 

〈12〉 

〈14〉 
〈13〉 
〈26〉 

〈24〉 

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (OV) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10

〈13〉 
〈14〉 

〈36〉 
〈35〉 
〈12〉 

〈34〉 

〈12〉 
〈14〉 
〈13〉 

〈36〉 

〈35〉 

調整卓側のリモコン制御2CHと 
3CHを制御するために接続 
2CH、3CH用の優先制御リレー 
が制御されると、WU-R86のリ 
モコン制御1CHも動作します 

調整卓側、リモコンマイク等 
が動作した時に、電源表示灯 
を点灯させるため調整卓の 
 DC24Vに接続します。 

15R

CN1調整卓より 

15R

CN4調整卓より 

15R

CN2調整卓より 

15R

CN3調整卓より 

〈1CH用  WR-210〉 

〈2CH用  WR-210〉 

〈3CH用  WR-210〉 

〈
12
〉 

〈
13
〉 

〈
14
〉 

〈
10
〉 

〈
11
〉 

〈
12
〉 

〈
13
〉 

〈
14
〉 

〈
25
〉 

〈
11
〉 

¡各チャンネルごとにWR-210とWU-R86が1台ず
　つ必要です。 
¡WU-R86には、リレーが10個（10回線分 別売品）
　が必要です。 
¡WU-R86を2台以上使用する場合は、WU-R86
　が2台につき、リレー用電源装置WU-Z85（別売
品）　が1台必要です。 

¡スピーカ配線はWU-R86に接続してください。（スピーカ端子盤
　WU-Q48は使用しません） 
¡調整卓の改造が必要です。（12ページ参照） 
　※VUメータを振れるようにするため。
¡調整卓からの直出しの15Pケーブルは、それぞれ下記のように差
　し込みます。 

ご注意 

調整卓の15Pケーブル 
CN1 
CN2 
CN3 
CN4

WU-R86の15Pコネクタ 
1CH用WU-R86のCN1 
2CH用WU-R86のCN1 
3CH用WU-R86のCN1 
1CH用WU-R86のCN4

¡WR-210とWU-R86の接続は下記のようになります。 

¡配線については「配線距離と線経」9ページをご覧ください。 
¡右図はWL-850/855の接続です。
¡WL-720/725の場合は3CH部分の接続が不用です。 
¡WL-610/615の場合は2CH、3CH部分の接続が不用です。 

 

〈13〉 

〈14〉 

〈15〉 

〈9〉 

〈12〉 

〈13〉 
〈14〉 

〈26〉 
〈24〉 

■WL-610/615,720/725,または850/855に接続する
（各チャンネル10系統＋一斉をリモコン放送する場合）

音声調整卓への接続のしかた
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ジャンパ配線をします 

調整卓の 
リモコン入力へ 

  ジャンパ配線をします 
（全チャンネル一斉用） 

調整卓のリモコン入力へ 

調整卓へ 

CN1 CN2 CN3 CN4
＜WU-Q48＞ 

＜WR-205＞ 

  ジャンパをします 
（しないとA.T.T.がOFF時にも音がもれます） 
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ライン出力1へ 

 2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

 3線式の配線 
（A.T.T.あり） 

HOT

COM

HOT SP
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P
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1 2 3 4

1 2
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＜　＞ 4

＜　＞ 1
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＜　＞ 5

＜　＞ 6

＜　＞ 3 ＜　＞ 3
＜　＞ 4

＜　＞ 2

CN1 CN2

CN4CN3

1   2   3   4   5   6  7   8   9  10  11 12  13  14 15 1   2   3   4   5   6  7   8   9  10  11 12  13  14 15 67 68 69 70 71 72

1   2   3   4   5   6  7   8   9  10  11 12  13  14 15 1   2   3   4   5   6  7   8   9  10  11 12  13  14 15 61 62 63 64 65 66
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24V

¡配線は「配線距離と線経」9ページをご覧ください。 
¡図はWL-850/855の接続です。 
¡WU-Q48のCN2(2CH)、CN3(3CH)のスピーカ及び電力増幅ユニットの配線も 
　CN1(1CH)と同様に配線します。 
¡WL-720/725の場合は3CH部分の接続が不用です。 

＜　＞ 7

1CH用 
電力増幅器 

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

電
力
増
幅
器
入
力 

緊
急
線 

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 
C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
NC 
X 
NC 
NC 
NC

WR-205

 
 

リモコン用電源出力 
0V 
 
 
 
 
 
 
 

1ch一斉制御及びリモコン制御 
2ch一斉制御及びリモコン制御 
3ch一斉制御及びリモコン制御 

 

WU-Q48

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
NC 
X 
NC 
NC 
NC

■WL-720/725,またはWL-850/855に接続する
（チャンネル別一斉と全チャンネル一斉にリモコン放送する場合）

● リモコンマイクはWR-205を使用してください。
● スピーカ調整卓のスピーカ端子盤WU-Q48のスピーカOUTに接続してください。
● 調整卓からの直出しの15Pケーブルは、WU-Q48のCN1～CN4のコネクターに差し込みます。
● WR-205とWU-Q48の接続は下記のようになります。

音声調整卓への接続のしかた
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■WL-720/725 またはWL-850/855 に接続する
（リモコンマイク1台で系統別に放送する場合）
呼び出し放送以外のチャンネルの調整卓からの放送を切らないようにするためにWU-R86を加工します。
※WU-R86には下図のように基板が配置されています。（下図はパターン面より見た図です）
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D
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  M
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16
1

S

D19MA-161D22MA-161

D20RA-1Z

D21RA-1Z

RL7

リード線を追加配線します 

パターンを切ります 
（中継端子として使用） 

スピーカライン5 
スピーカライン4 
スピーカライン3 
スピーカライン2

スピーカライン1

w

e

q

e

リード線を追加配線します 

パターンを切ります 
（中継端子として使用） 

スピーカライン10 
スピーカライン9 
スピーカライン8 
スピーカライン7

スピーカライン6

w

e

q

e

YWUR85-ZR01（スピーカ1～5用リレー基板） 

YWUR85-ZR01（スピーカ6～10用 + 一斉リレー基板） 

注：1）RL1～RL5はリレーソケットのみ装着しています。 
　　2）D6,D17,D18およびRL6は実装されていません。 

注：1）RL1～RL5はリレーソケットのみ装着しています。 
　　 

YWUR85-ZR02A（優先リレー基板） 

〔改造内容〕 
qYWUR85-ZR01基板2枚のスピーカライン1と6のパ 
　ターンを　印の箇所でカットします。 
wカットしたパターンとYWUR85-ZR02Aの間を左図の 
　ようにリード線で追加配線します。（優先制御リレーを 
　動作させるため） 
　（YWUR85-ZR01基板2枚共行ないます。） 
eリモコンから放送するスピーカラインの数だけ、 
　YWUR85-ZR01基板2枚のスピーカラインにダイオー
　ドを追加します。 
r上記の改造は、1CH用、2CH用、3CH用WU-R86ごとに 
　行ってください。 
 
ダイオード（別売品）：YWMA01Z（サービス部品扱い） 

D
6

（接続は次ページにあります。） 

D
17 D
18

D
6

音声調整卓への接続のしかた
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〈1CH用WU-R86〉 

〈2CH用WU-R86〉 
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調整卓の 
ライン出力1へ 

調整卓の 
ライン出力2へ 

調整卓の 
ライン出力3へ 

1

2

PA OUT

PA AD
IN PUT

1

2

2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

3線式の配線 
（A.T.T.あり） 

HOT

COM

A.T.T.
SP 

COM

2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

3線式の配線 
（A.T.T.あり） 

HOT

COM

A.T.T.
COM

2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

3線式の配線 
（A.T.T.あり） 

HOT

COM

A.T.T. COM

N

R

N

R

この配線をしないとモニタが 
鳴りません。 

この配線をしないとモニタが 
鳴りません。 

この配線をしないとモニタが 
鳴りません。 

〈1CH用電力増幅ユニット〉 

〈2CH用電力増幅ユニット〉 

〈3CH用電力増幅ユニット〉 

OV 
+24V WU-Z85へ 

〈3CH用WU-R86〉 

調整卓のリモコン入力へ 
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 HOT
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SP  HOT

音声調整卓への接続のしかた
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15R

CN1調整卓より 

15R

CN4調整卓より 

15R

CN2調整卓より 

15R

CN3調整卓より 

〈WR-210〉 

¡各チャンネルごとにWU-R86が1台ずつ必要です。 
¡WU-R86には、リレーが10個10回線分（別売品）が
　必要です。 
¡WU-R86を2台以上使用する場合は、WU-R86が2台
　につき、リレー用電源装置WU-Z85（別売品）が1台
　必要です。 

¡スピーカ配線はWU-R86に接続してください。（スピーカ端子盤
　WU-Q48は使用しません） 
¡調整卓の改造が必要です。（12ページ参照） 
　※VUメータを振れるようにするため。
¡WU-R86の改造が必要です。（17ページ参照） 
　※呼び出し以外の他のチャンネルの放送を切らないようにする
　　ため。（チャンネル別に優先放送制御を制御するための改造）
¡調整卓からの直出しの15Pケーブルは、それぞれ下記のように
　差し込みます。 

ご注意 

調整卓の15Pケーブル 
CN1 
CN2 
CN3 
CN4

WU-R86の15Pコネクタ 
1CH用WU-R86のCN1 
2CH用WU-R86のCN1 
3CH用WU-R86のCN1 
1CH用WU-R86のCN4

¡WR-210と各WU-R86の接続は下記のようになります。 

¡配線については「配線距離と線経」9ページをご覧ください。 
¡右図はWL-850/855の接続です。
¡WL-720/725の場合は3CH部分の接続が不用です。 
 

〈14〉 

〈15〉 

〈10〉 

〈9〉
 〈23〉

 〈24〉
 〈10〉

 
〈15〉
 

〈13〉
 〈14〉
 

下図はWL-855の1CH‥‥スピーカ1～4、2CH‥‥スピーカ1～3、 
3CH‥‥スピーカ1～3の系統別制御と全チャンネル一斉リモコン 
放送する場合の例です。 

※WU-R86のスピーカ制御1～10を複数接続するとまとめ放送も 
　可能です。 

 

調整卓側のリモコン制御2CHと 
3CHを制御するために接続 
2CH、3CH用の優先制御リレー 
が制御されると、WU-R86のリ 
モコン制御1CHも動作します 

リモコンマイクからの一斉放送 
時に2CH、3CH用のWU-R86の 
一斉リレーを動作させるために 
接続します。 

放送制御←→優先放送間を
接続すると、呼び出し以外の
チャンネルの調整卓からの放
送も切れてしまうため接続せ
ずに、21ページのWU-R86の
改造を行います。 

呼び出したチャンネル
の調整卓側のK1のみ
切るようにするため。 

調整卓側、リモコ
ンマイク等が動
作した時に、電源
表示灯を点灯さ
せるため、調整卓
のDC24Vに接
続します。 
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OV 
24V電源出力 

優先放送制御端子 
コールサイン外部制御端子 
リモコン制御端子（1CH） 
リモコン制御端子（2CH） 
リモコン制御端子（3CH） 
スピーカ制御一斉 
〃　　　1 
〃　　　2 
〃　　　3 
〃　　　4 
〃　　　5 
〃　　　6 
〃　　　7 
〃　　　8 
〃　　　9 
〃　　　10

スピーカ11～20用 
WU-R86

OV 
24V電源出力 

優先放送制御端子 
コールサイン外部制御端子 
リモコン制御端子（1CH） 
リモコン制御端子（2CH） 
リモコン制御端子（3CH） 
スピーカ制御一斉 
〃　　　1 
〃　　　2 
〃　　　3 
〃　　　4 
〃　　　5 
〃　　　6 
〃　　　7 
〃　　　8 
〃　　　9 
〃　　　10

スピーカ11～20用 
WU-R86

OV 
24V電源出力 

優先放送制御端子 
コールサイン外部制御端子 
リモコン制御端子（1CH） 
リモコン制御端子（2CH） 
リモコン制御端子（3CH） 
スピーカ制御一斉 
〃　　　1 
〃　　　2 
〃　　　3 
〃　　　4 
〃　　　5 
〃　　　6 
〃　　　7 
〃　　　8 
〃　　　9 
〃　　　10

スピーカ21～30用 
WU-R86

OV
+24V

 

C5

C6

C7

C8

C9

C10

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 
C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10

WR-210

調整卓の 
リモコン入力へ 

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10〈13〉 

■WL-720/725またはWL-850/855に接続する
（リモコンマイク1台で系統別に放送する場合）

音声調整卓への接続のしかた
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〈スピーカ1～10用WU-R86〉 

〈スピーカ11～20用WU-R86〉 

1 

2 

3 

4

H
C

1 

2 

3 

4

H
C

1 

2 

3 

4

H
C

N

R

PA OUT

PA AD
IN PUT

PA OUT

PA AD
IN PUT

1

2

調整卓の 
ライン出力へ 

1

2

スピーカ1～10用 
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のINPUT1へ 

スピーカ11～20用 
電力増幅ユニット 
のINPUT1へ 
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2線式の配線 
（A.T.T.なし） 

3線式の配線 
（A.T.T.あり） 
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3線式の配線 
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スピーカ11～20用電力増幅ユニットが 
ない場合、点線を接続します。 

スピーカ21～30用電力増幅ユニット 
がない場合、点線を接続します。 

〈スピーカ1～10用電力増幅ユニット〉 

〈スピーカ11～20用電力増幅ユニット〉 

〈スピーカ21～30用電力増幅ユニット〉 

OV 
+24V WU-Z85へ 

〈スピーカ21～30用WU-R86〉 
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(1CH) (1CH) (1CH)(2CH) (2CH) (2CH)(3CH) (3CH) (3CH)

（
Ｗ
Ｌ
ｂ
１
） 

音声調整卓への接続のしかた
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OV 
24V電源出力 

優先放送制御端子 
コールサイン外部制御端子 
リモコン制御端子（1CH） 
リモコン制御端子（2CH） 
リモコン制御端子（3CH） 
スピーカ制御一斉 
〃　　　1 
〃　　　2 
〃　　　3 
〃　　　4 
〃　　　5 
〃　　　6 
〃　　　7 
〃　　　8 
〃　　　9 
〃　　　10

スピーカ11～20用 
WU-R86

OV 
24V電源出力 

優先放送制御端子 
コールサイン外部制御端子 
リモコン制御端子（1CH） 
リモコン制御端子（2CH） 
リモコン制御端子（3CH） 
スピーカ制御一斉 
〃　　　1 
〃　　　2 
〃　　　3 
〃　　　4 
〃　　　5 
〃　　　6 
〃　　　7 
〃　　　8 
〃　　　9 
〃　　　10

スピーカ11～20用 
WU-R86

OV 
24V電源出力 

優先放送制御端子 
コールサイン外部制御端子 
リモコン制御端子（1CH） 
リモコン制御端子（2CH） 
リモコン制御端子（3CH） 
スピーカ制御一斉 
〃　　　1 
〃　　　2 
〃　　　3 
〃　　　4 
〃　　　5 
〃　　　6 
〃　　　7 
〃　　　8 
〃　　　9 
〃　　　10

スピーカ21～30用 
WU-R86

OV
+24V

WU-Z85 
へ 

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10

 

〈11〉 

15R

CN1調整卓より 

15R

CN4調整卓より 

15R

CN2調整卓より 

15R

CN3調整卓より 

〈WR-210〉 
〈
9
〉 

¡10回線ごとにWU-R86が1台ずつ必要です。 
¡WU-R86には、リレーが10個10回線分（別売品）が
　必要です。 
¡WU-R86を2台以上使用する場合は、WU-R86が2台
　につき、リレー用電源装置WU-Z85（別売品）が1台
　必要です。 

¡スピーカ配線はWU-R86に接続してください。（スピーカ端子盤
　WU-Q48は使用しません） 
¡調整卓の改造が必要です。（12ページ参照） 
　※VUメータを振れるようにするため。
¡調整卓からの直出しの15Pケーブルは、それぞれ下記のように
　差し込みます。 

ご注意 

調整卓の15Pケーブル 
CN1 
CN2 
CN3 
CN4

WU-R86の15Pコネクタ 
スピーカ1～10用WU-R86のCN1 
スピーカ11～20用WU-R86のCN1 
スピーカ21～30用WU-R86のCN1 
スピーカ1～10用WU-R86のCN4

¡WR-210と各WU-R86の接続は下記のようになります。 

¡配線については「配線距離と線経」9ページをご覧ください。 

〈
10
〉 

〈
10
〉 

〈
22
〉 

〈
13
〉 

〈
11
〉 

〈
12
〉 

〈
13
〉 

〈12〉 

〈13〉 

〈10〉 
〈14〉 

〈
14
〉 

〈
1
〉 

リモコンマイクからの一斉放
送時に11～20、21～30用の
WU-R86の一斉リレーを動作さ
せるために接続します。 

調整卓側からの一斉放送時に、
スピーカ11～20、21～30用の
WU-R86の一斉リレーを動作さ
せるため、15PケーブルCN1～
CN3の11番ピン間を配線します。 

11番ピンに 
直接半田付 
します。 

11番ピンに 
直接半田付 
します。 

11番ピンに 
直接半田付 
します。 

〈1
〉
 

〈1〉 

〈9〉
 〈21〉

 〈22〉
 〈10〉

 〈14〉
 〈13〉

 

〈11〉
 〈12〉
 

C5

C6

C7

C8

C9

C10

下図はWL-615/30局のスピーカ1～4、11～13及び21～23の系統別 
制御と全チャンネル一斉放送をする場合の例です。 

※WU-R86のスピーカ制御1～10を複数接続するとまとめ放送も可能です。 

 

〈
23
〉 

調整卓側、リモコ
ンマイク等が動
作した時に、電源
表示灯を点灯さ
せるため、調整卓
のDC24Vに接
続します。 

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 
C1 
C2 
C3 
C4 
C5 
C6 
C7 
C8 
C9 
C10

WR-210

調整卓の 
リモコン入力へ 

■WL-610/615（30局）に接続する
（リモコンマイク1台で系統別に放送する場合）

音声調整卓への接続のしかた
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AV機器専用 
非連動 

AC 125V 15A 
FUSE

AC 125V 15A 
FUSE

1.5A 1.5A 1.5A 1.5A

AV機器専用　連動AC100V

1.5A 1.5A

AV100 
3A

AV100 
3A

1.5A

1.5A 1.5A 1.5A 1.5A 1.5A 1.5A 1.5A

ラ
ジ
オ
ア
ン
テ
ナ
 

カ
メ
ラ
1

B
B

V-
AU
X2

VT
R1

VT
R1

VT
R2

VT
R3

VT
R3

音声
ミキ
サー
 

テー
プ V-
AU
X1 PA
 O
UT
1

V-
AU
X3

V-
AU
X4

カ
メ
ラ
1
カ
メ
ラ
2
カ
メ
ラ
3
カ
メ
ラ
4

O
HC

プ
レ
ビ
ュ
ー
 カ
メ
ラ
2

カ
メ
ラ
3
リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
 チ
ャ
イ
ム
 

リ
モ
コ
ン
 

制
御
 

映
像
入
出
力
 

映
像
入
力
 

音
声
出
力
 

音
声
入
出
力
 

音
声
入
力
 

SP
2

SP
1
SP
3
SP
5
SP
7
SP
9
一
斉
 放
送
制
御
 

マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
 

リ
セ
ッ
ト
 

リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
 

G
N
D

LB
-

SP
4
SP
6
SP
8
SP
10

コ
ー
ル
サ
イ
ン
 +
24
V

LB
+
FG

！
  警
告
 

接
続
可
能
な
機
器
は
本
機
お
よ
び
 

接
続
さ
れ
る
機
器
の
取
扱
説
明
書
 

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
 

D
IP
S
W
1
D
IP
S
W
2

V
TR
3

V
TR
3

L

L R

V
TR
1
V
TR
2

カ
メ
ラ
1

V
TR
3

V
TR
1

ラ
イ
ン
(H
E)
1

ラ
イ
ン
 

(H
E)
1

ラ
イ
ン
 

(H
E)
2

ラ
イ
ン
 

(H
E)
3

ラ
イ
ン
(H
E)
2
ラ
イ
ン
(H
E)
3

出
力
 

出
力
 

入
力
 

ワ
イ
ヤ
レ
ス
 

入
力
 

VT
R2

VT
R1

VT
R3

LD
/D
VD

マ
ス
タ
ー
 

モ
ニ
タ
ー
1

マ
ス
タ
ー
 

モ
ニ
タ
ー
1
マ
ス
タ
ー
 

モ
ニ
タ
ー
2

モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
1W
/8

Ω
ス
タ
ジ
オ
 

ス
ピ
ー
カ
ー
1W
/8

Ω
電
源
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
 
ス
ピ
ー
カ
ー
リ
レ
ー
出
力
 

ス
ピ
ー
カ
ー
リ
レ
ー
出
力
 

マ
ス
タ
ー
 

モ
ニ
タ
ー
2

モ
ニ
タ
ー
 

レ
ピ
ー
タ
ー
 

リ
モ
コ
ン
 

マ
イ
ク
 

マ
ル
チ
 

リ
モ
コ
ン
 

マ
イ
ク
 

入
力
1

マ
イ
ク
 

入
力
2

マ
イ
ク
 

入
力
3

コ
ー
ル
サ
イ
ン
 

ボ
リ
ュ
ー
ム
 

ア
ナ
ウ
ン
ス
マ
イ
ク
 

チ
ャ
イ
ム
 

V-
AU
X1

V-
AU
X2

V-
AU
X3

V-
AU
X4

AU
X2

テ
ー
プ
 

AU
X3
/M
D

C
D

LD
/D
VD

PA
 O
UT
2

PA
 O
UT
3

＋
 

－
 
R

＋
 

－
 

1
＋
 

－
 
2

H
C
K
2

＋
 

－
 

L R

L R

信
号
名
 

S
P
1

S
P
2

S
P
3

S
P
4

S
P
5

S
P
6 

S
P
7

-1

x 
8

x 
7

信
号
名
 

S
P
8

S
P
9

S
P
10

一
斉
 

コ
ー
ル
サ
イ
ン
 

放
送
制
御
 

 

+2
4V

G
N
D

音
声
出
力
C

音
声
出
力
H

D
C
24
V

0V
C
O
M
 (
0V
)

放
送
制
御
 

C
K
O

優
先
入
力
 

優
先
出
力
 

コ
ー
ル
サ
イ
ン
上
 

コ
ー
ル
サ
イ
ン
下
 

C
I
C
2
C
3
C
4
C
5

C
C
6

C
C
7

C
C
8

C
C
9

C
C
10
  

リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
端
子
部
 

-2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -1
0

-1
1

-1
2
-1
3
-1
4
-1
5

(W
R
-2
10
ま
た
は
W
R
-2
05
)

-1

-1
7

音
声
出
力
C

音
声
出
力
H

D
C
24
V

0V
C
O
M
 (
0V
)

優
先
入
力
 

優
先
出
力
 

放
送
制
御
 

CK
O

コ
ー
ル
サ
イ
ン
上
 

コ
ー
ル
サ
イ
ン
下
 

C
I
C
2
C
3
C
4
C
5

C
C
6

C
C
7

C
C
8

C
C
9

C
C
10
  

-2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -1
0
-1
1

-1
2
-1
3
-1
4
-1
5

リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
 

(W
R
-2
10
ま
た
は
W
R
-2
05
)

 
C
 C
6～
C
10
は
 

   
 W
R
-2
10
の
場
合
 

   
 の
み
接
続
し
ま
す
。
 

C
 C
6～
C
10
は
W
R
-2
10
 

　
の
場
合
の
み
接
続
し
ま
す
。
 

ご
注
意
 

リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
を
使
用
す
る
時
は
 

制
御
パ
ネ
ル
右
の
デ
ィ
ッ
プ
S
W
1-
2 

を
O
F
F
(0
)に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
 

W
R
-2
10
(1
0局
用
) 

W
R
-2
05
(5
局
用
)

単
頭
プ
ラ
グ
 

は
付
属
品
 

制
御
線
(1
0局
：
15
本
)

 現
地
制
作
 

音
声
線
 

(単
芯
シ
ー
ル
ド
 線
)

シ
ー
ル
ド
 

 A
Vス
テ
ー
シ
ョ
ン
端
子
部
 

7

6

8

9

10

R
em

ot
e 
C
on
tro

l M
ic
  W

R
-2
10

2

1

3

4

5

通
電
 

放
送
中
 

使
用
中
 

使
用
中
 

一
　
斉
 

コ
ー
ル
サ
イ
ン
 

マ
イ
ク
 

放
　
送
 

AVステーションへの接続のしかた
ここでは、AVステーション（WL-AV200A,、WL-AV190）に、本機を接続する方法について説明します。
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優先順位
放送制御
0V COM

第2位
P2 CONT
P2 COM

第3位
P3 CONT
P3 COM

第4位
P4 CONT
P4 COM

24V コールサイン EMG 
OFF

CKO 
（一斉） 

P3 CONT P3 COM P4 CONT P4 COM

P1 CONT P2 CONT P2 COM URGP1 COM 
（0V） 

C2C1 C3 C4 C5

C9 C10

C6 C7 C8

WU-Q55

T1に接続 T1～T4いずれかの端子１つ 

優先入力 
優先出力 

放送制御 

コールサイン上 

コールサイン下 

音声出力H

音声出力C

COM (0V)

DC24V
0V

CK0

C1
C2
C3
C4
C5
C6
C7
C8
C9
C10

リモコンマイク（WR-205, 210） 

複式プラグ 

２芯シールド 

WU-M60A 
IN Aへ 

本機は、優先順位第1位にして、使用することができません。

¡リモコンマイクの音声出力はミキサーユニットWU-M60Aの音声入力に接続しますが、優先順位により入力
が異なります。

¡リモコンマイクの電源表示は、使用可能時点灯し、他で使用中の時は消灯します。
¡リモコンマイク間の個別優先の制御はできません。ラックアンプ側の優先順位で放送してください。
¡コールサインは、リモコンマイクのコールサインスイッチでのみ放送できます。
（ミキサーユニットにコールサインユニット（WU-Z05）を接続してください。）

重　要

ラック形音響装置への接続のしかた
ここでは、ラック形音響装置（WL-7100,、WL-7600）に、本機を接続する方法について説明します。
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ここでは、壁掛形アンプシステム（WA-880、885）に、本機を接続する方法について説明します。
壁掛形アンプシステムに、リモコンマイクWR-205とリレーボックスWR-905Aを組み合わせて接続すると、壁掛
形アンプシステムの電源、および5系統放送を制御することができます。

非
常
放
送
 

コ
モ
ン
 

（
C）
 

リ
モ
コ
ン
 

+24V 
0.1A

非
常
放
送
 

ホ
ッ
ト
 

（
H）
 

電
 源
 

制
 御
 

E
X
T
 

C
O
N
T

一
斉
 

(R
)

ス
ピ
ー
カ
 

4Ω
5

4
3

2
1

K
1 

(H
)

(C
)

(C
)

ホ
ッ
ト
N
 

(100V)
K
2 

(CO
M
)

M
C
2

E
M
G

G
N
D

M
C
1

(+)

ス
ピ
ー
カ
コ
モ
ン
 

ス
ピ
ー
カ
ホ
ッ
ト
 (H
)

上
段
 

下
段
 

AC100V 
50/60Hz

AC100V 
50/60Hz

ショートバー 
を外す 

H
C
H
C

0V
電源制御 

PA
PACOM

SCOM
SCOM
SK0
S1
S2
S3
S4
S5
A

スイッチ 

AC
AC

H
C

コールサイン 

放送制御 

+24V
C5
C4
C3
C2
C1

0V

CCOM
CK0

A5
A4
A3
A2
A1

優先入力 
優先出力 
放送制御 

コールサイン上 
コールサイン下 

音声出力H
音声出力C

COM (0V)

DC24V
0V

CKO

C1
C2
C3
C4
C5
NC
X
NC
NC
NC
NC

AK0
ACOM

ACアウトレット 

外す 

WR-905A
WR-205 ライン３または 

４入力へ 

ボリューム 
ボックス 

S1～S5のいずれか 
へ接続する 

¡WR-905Aを接続する場合は、壁掛けアンプの電
源基板のJP2を“B”側から“A”側に差し換えます。

¡リモコンマイクWR-205側からスピーカ選局時
は、アンプ本体の選局表示が点灯しません。

¡スピーカ接続端子台のK2（COM）とスピーカコ
モン（C）間および、K1（N）とホットN（100V）
間のショートバーを外します。

¡リモコンマイクから制御がかかっているときは、
アンプ本体からスピーカの選択はできません。

¡WR-905Aには、系統分のリレー（AP322244K：
松下電工製）が必要です。

重　要

電源基板 

JP
2
A

B

壁掛形アンプシステムへの接続のしかた
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ここでは、ハイパワーアンプ（WA-H30、H60、H120）に、本機を接続する方法について説明します。
リモコンマイクWR-205を接続することにより、ハイパワーアンプ（本機）の電源と5系統放送の制御ができます。

 
   

電源制御 

リモコン 
+24V 
0.1A

スピーカ 

（4Ω） 
（＋） 

Ｅ 

ＮＣ２ 

ＮＣ１ 
 
   

一斉 
（Ｒ） 

一斉 
（Ｒ） 

Ｋ１ 
（Ｎ） 

一斉 
（Ｒ） 

K２ 
（ＣＯＭ） （Ｃ） （Ｃ） （Ｃ） 

ＳＰ　ＣＯＭ ホット 
60W 
83Ω （ ） 

ホット（N） 
60W 
170Ω （ ） 

５ ４ ３ ２ １  
スピーカホット（N） 

-20dB  0dB 
 
 

入出力端子台 

SIGNAL GND

電源コンセント 警告 
感電の恐れあり 

ハイインピーダンス100系  

端
子
配
列 

 

電源制御 

リモコン 
+24V 
0.1A

スピーカ 

（4Ω） 
（＋） 

Ｅ 

ＮＣ２ 

ＮＣ１ 
 
   

一斉 
（Ｒ） 

一斉 
（Ｒ） 

Ｋ１ 
（Ｎ） 

一斉 
（Ｒ） 

K２ 
（ＣＯＭ） （Ｃ） （Ｃ） （Ｃ） 

ＳＰ　ＣＯＭ ホット 
60W 
83Ω （ ） 

ホット（N） 
60W 
170Ω （ ） 

５ ４ ３ ２ １  
スピーカホット（N） 

 -20dB/66dB -20dB/66dB 0dB-/-30dB -20dB/0dB 

ライン６／マイク２ ライン５／マイク１ ライン４／チャイム ライン３／電話ページング 

ライン６　マイク２ ライン５　マイク１ ライン４       チャイム 
 

ライン３ 電話 
ページング 

-20dB -66dB -20dB -66dB 0dB  -30dB -20dB  0dB 
 
 

入力レベル切り替え 

0dB=1V RMS 

 -20dB(最大10dB) 20k
0dB  10k

 
アンプ入力 
0dB 20k
 

 不平衡 

ライン２ ライン１ 録音出力 
ライン出力 
0dB 10k

SER.No. １２３４５６ 

H 
C 
 

コールサイン 
放送制御 
OV 
+24V 
C5 
C4 
C3 
C2 
C1 
C com 
C ko 
 
 
A5 
A4 
A3 
A2 
A1 
A com 
A ko

H 
C 
H 
C 
 
 
OV 

電源制御 
 
PA 
PA com 
 

S com 
S com 
S ko 
S1 
S2 
S3 
S4 
S5 
 

スイッチ 
AC 
AC 
 

S1～S5のいずれか 
へ接続する 

ボリューム 
ボックス 

リレーボックス　WR-905A

ショートバーを 
外す 

A

スピーカ端子に 
触れない 

優先入力 
優先出力 
放送制御 

コールサイン上 
コールサイン下 

音声出力H
音声出力C

COM (0V)

DC24V
0V

CKO

C1
C2
C3
C4
C5
NC
X
NC
NC
NC
NC

WR-205

¡WR-905Aに、系統分のリレーを追加する必要があります。
¡リモコンマイクからの音声を優先放送にするときは、ライン4/チャイム入力端子に接続するか、ライン3/

電話ページング入力端子を加工する必要があります。
¡リモコンマイクから制御がかかっているときは、ハイパワーアンプからスピーカーの選択はできません。

メモ

ハイパワーアンプへの接続のしかた
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非常用放送設備、業務放送システムへの接続のしかた

■WK-770B、775B、780Bに接続する

■WL-7550A、7050A、WL-K500に接続する

業務一般音声入力 一般リモコンマイク A
マイク1入力 

マイク2入力 

ライン1/CD

ライン2/レコード 

H C

H C

H C

H C

自動アナウンス 
ユニット 

E(S)

E(S)

E(S)

E(S)

チャイム 
入力 
H

入力 
H

録音出力 
H

汎用制 
御端子 

自動アナウ 
ン スユニット 
作動 

4

3

2

1

8

7

6

5

一斉 

放送 

10

9

コールサイン 
上り 

EF

EC

コールサイン 
下り 

ライン3 
入力 
H

チャイム 
起動 

一般外部 
起動 

音声入力 
H

音声入力 
C

DC24V 
(100mA)

0VCOM

× × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × 

C1
C2
C3
C4

WR-205, WR-210

…
…
…
…
 

C5

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

ここでは、非常用放送設備または業務放送システムに、本機を接続する方法について説明します。

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9
DC24V 
最大 
300mA

一般リモコン 

WU-R55端子 

C1
C2
C3
C4

…
 

WR-205,WR-210

音声出力H 
音声出力C 
DC24V 
0V 

COM (0V) 
優先入力 
優先出力 
放送制御 
CKO 

コールサイン上 
コールサイン下 

一般リモコン入力

¡リモコンマイクの通電表示は、放送状態でのみ点灯します。
¡WR-205またはWR-210からDC24Vを出力する場合は、放送制御と0Vをメイクすると伴に個別スイッチを押
してください。

メモ
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本機をデジタルICレコーダーに接続すれば、つぎの内容を操作することができます。
• 本機のコールサインスイッチを押して、ICレコーダーに録音されているオリジナルのコールサインを放送する
ことができます。

• 事前に、本機のマイクから放送する内容をICレコーダーに録音することができます。録音した内容は、ICレコ
ーダーを起動して放送することができます。録音・再生のしかたはデジタルICレコーダーの取扱説明書をお読
みください。

録音出力 ライン入力 0dBV
-2dBV  10kΩ

COM

C24V0VCKO

C
2 1345678910 H出力 入力 下 上 (0V)

音声出力 DC優先 
放送 
制御 

コールサイン 

本機端子台 

ICレコーダ 
(WZ-DP200)

LINE IN (L) LINE OUT (L)

入力 
DC24V

 最大３Ａ 

（モノラル） 

10KΩ不平衡 
+6dBV

10KΩ不平衡 
0dBV
外部入力 ライン出力 

DIP スイッチ 

ON
87654321

DC24V 1A以下 
容量 

スタ－ト 
（モノラル） 

R

L

R

L
ストップ 動作中出力 

10 9 8 7 6 5 4 3 2

AC 100V

電源コンセント 
スイッチ非連動 

SIGNAL
GND

制御入力 

1ＲＳ－２３２Ｃ さい。 
使用しないでくだ 
音響機器以外には 

接続可能な機器は本機および接続される 
機器の取扱説明書をお読みください。 

注 
意 

COMCOM1112

■デジタルICレコーダーに接続する

非常用放送設備、業務放送システムへの接続のしかた

¡ライン入力、録音出力への接続のしかた
・単頭プラグを使用して接続してください。
・複式プラグを使用する場合は、下図のように接続してください。

リモコンマイク側

T (HOT)

R (COLD) S (GND)

H

C
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■個別優先
リモコンマイクに優先順位を設け、優先順位の高いリモコンマイクが放送している間、優先順位の低いリモコ
ンマイクからは放送できません。

¡接続設定の仕方
優先順位の高いリモコンマイクの優先出力から優先順位の低いリモコンマイクの優先入力に接続します。

録音出力 0dBVCOM

C24V0V H出力 入力 (DV)

音声出力 DC優先 録音出力 0dBVCOM

C24V0V H出力 入力 (DV)

音声出力 DC優先 録音出力 0dBVCOM

C24V0V H出力 入力 (DV)

音声出力 DC優先 

非常放送設備 
または 

業務放送設備 

リモコン 
音声入力 

優先順位2 優先順位n優先順位1
リモコンマイク2 リモコンマイクnリモコンマイク1

優先順位の設定
本機を複数台接続した場合、優先順位を設定し優先順位が高い機器から放送しているとき、他の機器から放送
できないよう設定できます。
個別優先　：リモコンマイクごとに優先順位を設定します。放送中のリモコンマイクよりも優先順位が高い

リモコンマイクが放送を開始すると、優先順位の低いリモコンマイクからは放送できません。

（6台まで接続できます）
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■優先順位設定をしない場合
¡優先入力および優先出力は、接続しません。
¡音声出力線は、パラレル接続をしません。
¡ラック音響装置（WL-7100、7600）に接続する場合は、この設定にしてください。

¡本機をラック形非常放送設備または業務用放送設備（システムコントローラー（WL-K500））に接続して使用する場

合、以下に示す操作は行わないでください。本機の電源が入らず、放送できなくなる場合があります。

• 本機で放送中に、本機の放送より優先順位の高い放送が入り本機の通電表示灯が消灯したとき、放送スイッチや

一斉スイッチを「切」にする

¡放送できなくなった場合は、コールサインスイッチの上りと下りを同時に押してください。

一斉放送状態になり、本機に通電されます。その後正常に動作します。

¡リモコンの接続台数は、最大6台までです。接続するシステムの供給電流容量により、接続台数は変わります（6台

接続する場合、270 mA以上必要です）。

重　要

優先順位の設定



5ページ、

28ページ

使用中表示が点灯して、放送でき

ない

通電表示灯が点灯しない

放送中表示が点灯しない

30

音量の調節

マイク音量 大 

スライドスイッチ 
先押し 個別 

ライン音量 大 

マイク入力の音量を調節します。 

ラインの音量を調節します。 

マイクおよびライン入力の音量は、
本機底面にあるボリュームで調節し
ます（右図参照）。

症状 対策

修理を依頼する前に、もう一度つぎの事項を点検してください。

参照ページ

・DC24Vケーブルが接続されていますか

・本体側の電源が「入」になっていますか

・個別SW、放送SWや一斉SWを押し忘れていませんか

・本体側で放送していませんか

5ページ、

6ページ

マイク放送ができない
・マイクSWが「入」になっていますか

・個別SW、放送SWや一斉SWを押し忘れていませんか

5ページ、

6ページ

ライン入力の放送ができない
・ラインSWが「入」になっていますか

・個別SW、放送SWや一斉SWを押し忘れていませんか

5ページ、

6ページ

・他のリモコンマイクが放送中ではないですか、放送終了後使用で

きます。

・優先入力／出力のケーブル接続が間違っていませんか

故障と思われましたら
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放送×1、選局×10（WR-205の場合は5局）、一斉×1、コールサイン (UP／DOWN)×2、
マイクスイッチ、ライン入力スイッチ×各1

仕　　様
電源 DC 24 V 45 mA以下（スクリューレス端子台）

音声入力 フレキシブルマイク：–55 dBV 600 Ω 不平衡　AGC付き　1回路 (音量調節：半固定）
業務入力：–2 dBV 10 kΩ 不平衡　1回路　(音量調節：半固定） 大型単頭ジャック

音声出力

周波数特性 50～15 000 Hz ±3 dBV（1 000 Hz基準）ライン入力にて

ひずみ率

H, C, 0 dBV, 600 Ω 平衡 1回路 負荷インピーダンス 300 Ω以上 接続端子台
録音出力：0 dBV 10 kΩ 不平衡　1回路　大型単頭ジャック

操作スイッチ

制御出力 放送制御：1回路　接続端子台　スイッチ出力、制御容量最大DC 30 V 20 mA

1 %以下（1 000 Hzにて）
50 dBV以上S／N比

表示 通電　放送中　使用中

上ケース：樹脂　OAアイボリー色（マンセル 5.5Y7.5/0.3 近似色）
下ケース：樹脂　グレー色（マンセル N5.5 近似色）

寸法 幅 250 mm 高さ 50 mm 奥行き 155 mm（突起部およびフレキシブルマイクは除く）

質量
仕上げ

700 g

系統制御：1～10回路（WR-205の場合は5回路） 接続端子台　スイッチ出力、
制御容量最大DC 30 V 20 mA

コールサイン制御上り・下り：1回路　接続端子台　スイッチ出力、
制御容量最大DC 30 V 20 mA

優先制御：優先入力、優先出力

マイクロホン エレクトレックコンデンサ型（風防付き） 感度－70 dBV、
出力インピーダンス 2.2 kΩ単一指向性
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松下電器産業株式会社 
松下通信工業株式会社　ＡＶシステム事業部 
 
〒224 - 8539  横浜市都筑区佐江戸町600　1 (045)932-1231(大代表)

お 買 い 上 げ 年 月 日 年　　　　　月　　　　　日 品番　WR-205, WR-210

販　　売　　店　　名 1  （ ） －

修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書(別添付)

お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受け取りください。よくお読み
のあと、保存してください。

■修理を依頼されるとき
30ページの表に従ってご確認のあと、直らないときは、お買い上げの販売店へご連絡ください。
●保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理させていただきます。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料で修理させていただきます。
ただし、リモコンマイクの補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後7年です。
注)補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

は、診断・故障個所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。

は、修理に使用した部品および補助材料代です。

は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。出張料

部品代

技術料

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

保証とアフターサービス（よくお読みください）
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